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加齢よる卵子におけるCPEB-1依存的な翻訳障害

哺乳類では加齢に伴い卵子の質が低下してしまうことが知られていますが、
その分子メカニズムはほとんど解明されていません。卵子の発生能は転写後
の制御に依存しているため、mRNA 翻訳の異常が品質の低下に寄与してい
るのではないかと考えました。 加齢卵子には、母性転写物へのリボソームの
ローディングの障害が存在します。3’-UTRの翻訳の変化と内因性mRNAの
ポリA長の変化を解析したところ、mRNAのポリアデニル化を行うCPEB1
mRNAの翻訳とタンパク質レベルが加齢卵子では減少していました。これに
よりCcnb1の翻訳抑制解除、CDK1の早期活性化、および減数分裂への再突
入の加速が引き起こされます。そしてこれらの表現系は加齢卵子へのCpeb1
mRNAの注入によりレスキューされます。また、Cpeb1のヘテロ欠損は、若
齢卵子において加齢卵子の表現系を再現します。これらの結果から、卵子の
翻訳プログラムの機能障害が、老化に伴う卵子の品質低下の原因の一つであ
ると考えらます。

開催時間に多少の遅れが出る可能性があります。ご了承ください。

Zoom配信も行います。みなさん奮ってご参加ください
https://yamanashi-ac-jp.zoom.us/j/88050571411?pwd=Q0VGKzQ4NFJlNjREQlZ3ODVPNVdyUT09
ミーティングID: 880 5057 1411 パスコード: 673786


